
1 本校に入学して良かったと思う。

「1：よくあてはまる」「2：ややあてはまる」「3：あまりあてはまらない」　　　「4：まったくあてはまらない」

10 10 10 10

2 本校の生徒は、生き生きとしている。

3 高校生活は楽しい。 子どもは、高校生活を楽しく過ごしている。
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生  徒 保 護 者 職  員

保 護 者生  徒 職  員

令和元年度　熊本市立千原台高等学校　学校評価

★「入学して良かったと思う」「よくあてはまる」「ややあてはまる」と回答した割合
①今年度　生徒：76% 保護者：89%  職員:82%　　②昨年比較　生徒：-5P　保護者：-4P　職員：-13P

③分析　昨年度比較でマイナスが目立つ。職員の低下が目立つのは定員割れや生徒指導上の問題等が表出した影響ではないか

子どもを千原台高校に入学させて良かった
と思う。

本校の生徒は、本校に入学して良かったと
思っている。

本校は、雰囲気が良く、生徒が生き生きし
ている。

本校は、雰囲気が良く、子供たちが生き生
きしている。

本校の生徒は、学校生活を楽しく過ごして
いる。

生  徒 保 護 者 職  員

★「本校は雰囲気がよく、生徒が生き生きしている」について保護者・生徒アンケートでは昨年度に比べ「あてはまる」「ややあてはまる」と回答した割
合が低下している。
・学校行事や学校生活の中で、生徒の主体的な活動を増やすとともに教師側から促していく必要があると思われる。また、保護者へも学校での様子などを
知る手立てが必要だと感じる。

★「高校生活は楽しい」「よくあてはまる」「ややあてはまる」と回答した割合
①今年度　生徒：82% 保護者：88%  職員:96%　　②昨年比較　生徒：-4p　保護者：-4p　職員：+4p

③分析　生徒、保護者共に減少している。生徒の18%に目を向けた指導が必要である。
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「1：よくあてはまる」 「2：ややあてはまる」 「3：あまりあてはまらない」 「4：まったくあてはまらない」



4

5

6

2

生  徒 保 護 者 職  員

職  員

★「授業に真剣に取り組んでいる」「よくあてはまる」「ややあてはまる」と回答した割合
①今年度　生徒：69% 保護者：82%  職員:39%　　②昨年比較　生徒：-6p　保護者：同じ　職員：+7p

③分析　生徒、保護者と職員の認識とに大きな差がある。生徒の授業に対する認識の甘さが露呈。粘り強い全職員の指導が必要。

本校は、他校と比較して特色ある教育活動
が行われている。

本校は、特色ある教育活動が行なわれてい
る。

３ヵ年を通しても、生徒は約７割、保護者は約８割５分が本校の教育活動について特色があるという認識を持っている。これは、コースごとの学校行事へ
の取り組みや特色のある教育課程などの理由だと思われる。部活動や国際交流、販売実習や資格取得など、生徒の中ではコースの特色が意識できていると
感じられる。

授業のわかりやすさについては、昨年と一昨年で職員と生徒との間で捉え方に少し差が見られる。この3年間で「分りやすい」と評価してくれた生徒が約
６割強だが８割以上を目指したい。学校全体で授業改善に向けての研鑽を積んでいるところだが、今後も我々教師自身が研修や教材研究により取り組む必
要がある。保護者の評価は今年度も８割を超えており、職員は期待に応えなければならない。

私は、授業に対して真剣に取り組んでい
る。

私の子どもは、授業に対して真剣に取り組
んでいる。

本校の生徒は、授業に対して真剣に取り組
んでいる。

生  徒 保 護 者 職  員

生  徒 保 護 者

本校は、特色ある教育活動をしている。

私は、本校の授業は「分かりやすい」と思
う。

子どもが、本校の授業を理解していると思
う。

本校は、分かりやすい授業を実践してい
る。
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7 私は、よく自宅で勉強してる。 私の子どもは、家でよく勉強してる。 本校の生徒は、自宅でよく勉強している。
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生  徒 保 護 者 職  員

生  徒 保 護 者 職  員

生  徒 保 護 者 職  員

子どもは、自分の進路目標達成に向けて努
力している。

本校の生徒は、自分の進路目標に向けて努
力している。

私は、自分の進路目標達成に向けて努力し
ている。

学校は、進路目標達成に向けて効果的な指
導を行っている。

本校は、生徒の進路目標達成に向けて情報を提
供し、効果的な指導を行っている。

本年度も、家庭学習の習慣化を目指し平均宅習時間１時間という目標を掲げている。昨年度に比べ、生徒自身が自宅でよく勉強していると答えている割合
はかなり低下している、保護者、さらに職員の評価は低い。生徒と保護者、職員の家庭学習に対する意識の大きなズレが見てとれる。学力向上に向けても
家庭学習の習慣をつけさせたい。

保護者・生徒の評価に大きな変化はない。チューター制度の導入や課外の科目別受講、進路の手引き作成など変更して３年が経過した。昨年度から進路の
手引きを使用した進路ＬＨＲを実施しており、進路に関する知識の充実を更に進めていきたい。来年度は調査書や新テストなど大きな変革の年になるた
め、細心の注意を払って的確な進路に関する情報提供を心掛けていきたい。

★「進路目標達成に向けて努力している」「よくあてはまる」「ややあてはまる」と回答した割合
①今年度　生徒：70% 保護者：74%  職員:85%　　②昨年比較　生徒：-5p　保護者：+2p　職員：+27p

③分析　職員の割合が大きく増加しているが、生徒の意識は低下している。進路目標達成のために面談等、個々に応じた丁寧な手立てが生徒に伝わってい
ないのではないか。

8 本校は、情報・資料の充実など、進路達成
に向けて努力している。
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11 本校の生徒指導は、適切である。 本校の生徒指導は、適切である。 本校の生徒指導は、適切である。

12 私は、校内の環境美化に努めている。 本校は、環境美化に努めている。

4

保 護 者 職  員

私は、生活の規律を守っている。 子どもは、生活の規律を守っている。 本校の生徒は、生活の規律を守っている。

生  徒 保 護 者 職  員

生  徒 保 護 者 職  員

本校は、環境美化に努め、校内をきれいに
しようとする雰囲気がある。

生  徒

★「本校の生徒指導は適切である。」については、「よくあてはまる」と「ややあてはまる」が回答のうち過半数を占めている。
職員間で、特に評価が低い。これを改善するためには、生徒指導について共通理解し、本校の生徒指導が生徒の人格の形成に携われるよう教師陣がワン
チームで行う体制を整えたい。

★校内の環境美化に努めている。生徒・保護者は、ややあてはまる以上が50％に達しているのに対し、職員の評価が下がっているのが気になる。生徒への
取り組ませ方、美化コンクールなどの実施も検討したい。

生徒・保護者は同じ割合で推移しているが、今年度に限らず、生徒・保護者と職員間の差が大きい。37%の職員が規律を守っていないと回答し、生徒・保
護者約80%が「守っている」と回答している。規範意識に対する世代間の差や感覚の違いといえばそれまでだが、生徒本人が分かっていると思うのでしっ
かり自分を律して欲しい。一部の生徒を除き、学校での様子は正しく伝わっておらず、生徒目線で都合よく変化して伝わっている可能性も一つの要因だと
思われる。
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14 本校の学校行事は、充実している。 本校の学校行事は、充実している。 本校の学校行事は、充実している。
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生  徒 保 護 者 職  員

職  員

本校の学校行事等には、地域の人たちがよ
く顔を出している。

本校の学校行事等は、地域との連携が図ら
れている。

本校の教育活動は、地域との連携が図られ
ている。

生徒、保護者、職員の意識について、この3年間の比較において大きな変化はない。特に保護者・職員においては、約９割が「まああてはまる」までの回
答になっている。本校の取り組みが評価されていると考えて良い。反面２割の生徒が学校行事と地域との連携を不十分と捉えるか興味を示していない。進
学等におけるポートフォリオ評価を考えると、もう少し生徒の意識を高めていく必要があるのではないか。

生徒、保護者、職員の意識について、この3年間の比較において大きな変化はない。設問１３では地域との連携について約８割の生徒が「まああてはま
る」までの回答になっているが、学校行事への充実度になるとやや物足りないと回答してい割合が目立つが、充実度の割合は改善傾向にある。学校行事を
とおして生徒をどのように育成するのかという目的を今一度吟味し、生徒自らが企画・立案し生徒主体の学校行事であることを体感させる必要がある。た
だし、カリキュラム等の諸事情により実現が困難なものについては生徒への周知徹底を図る必要もある。

★「部活動が充実している」「よくあてはまる」「ややあてはまる」と回答した割合
①今年度　生徒：81%  保護者：84%  職員:93%　　②昨年比較　生徒：-2p　保護者：-1p　職員：+11p

③分析　今年度eスポーツ部が発足したため、職員のポイントが上昇した。

本校は、部活動(体育系･文化系)が充実して
いる。

本校の部活動(体育系･文化系)は、充実して
いる。

本校は、部活動(体育系･文化系)が充実して
いる。

生  徒 保 護 者 職  員

生  徒 保 護 者
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本校は、生徒一人一人の人権を大切にして
いる。

生  徒 保 護 者 職  員

生  徒 保 護 者 職  員

ボランティアは全校生徒に機会あるごとに紹介しているため、積極的に取り組む生徒が増えてきた。「自分ができる時にできることを楽しんでやる」とい
う部の方針をこれからも伝えていきたい。

★「教育環境・設備は充実しているか」については、全体的に下がる傾向にある。安全点検の実施や旧校舎の老朽化など年々問題が積み重なっている。事
務室、教務などと更なる連携が求められる。一つづつ丁寧に対応していきたい。

本校は、ボランテｲア活動に積極的に取り
組んでいる。

本校の教育環境･設備等は、充実してい
る。

本校の教育環境･設備等は、充実してい
る。

本校の教育環境･設備等（教室･パソコン･
体育舘など)は、充実している。

★「生徒一人一人の人権を大切にしている」「よくあてはまる」「ややあてはまる」と回答した割合
①今年度　生徒：71%  保護者：80%  職員:93%　　②昨年比較　生徒：-15p　保護者：-8p　職員：-8p

③分析　複数の体罰事案が発生したため昨年度に比べ特に生徒の割合が大きく減じている。職員の人権意識向上に努め個々に応じた指導を根気強く行い信
頼回復に努めたい。

本校は、生徒一人一人の人権を大切にして
いる。

私は、ボランテｲア活動に積極的に取り組
んでいる。

本校は、ボランテｲア活動に積極的に取り
組んでいる。

本校は、子ども達一人一人の人権を大切に
している。
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63.2%

33.3%

24.3%

18.4%

48.1%

2.7%

2.6%

3.7%
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令和元年
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25.6%
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51.5%

50.9%

45.6%

19.3%

17.3%
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5.9%

6.2%

6.5%
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令和元年

29.5%

29.6%

24.3%

56.0%

58.2%

55.6%

11.9%

8.9%

16.2%

2.5%

3.3%

3.9%
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30年度

令和元年
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0.0%

29年度

30年度

令和元年
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生  徒 保 護 者 職  員

保護者、職員は例年と変わらないが、「相談しやすい」と答えた生徒が約96％と増えている。特に「よくあてはまる」と答えた生徒が半数を超えてお
り、多くの生徒が相談できる人や場所があると感じているので、この雰囲気が続くように努力していきたい。

私は、日ごろから先生や保護者と良く話
し、ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝをとっている。

本校は、子どもとよく良く話をしてｺﾐｭﾆｹｰ
ｼｮﾝをとっている。

本校には、子ども達の悩み事などを相談で
きる雰囲気がある。

本校には、悩み事などを相談できる雰囲気
がある。

本校は、悩み事を相談できる雰囲気があ
る。

生徒と保護者、職員との意識のズレが少し見られ、生徒の回答の割合が昨年度より低下している。生徒にとって、保護者や教師は自分の気持ちや感情を素
直に出せる人（環境）であってほしい。学校生活に悩みが生じたり、進路決定の際には、親子間や教師生徒間で良好な関係が保たれていれば、さまざまな
問題にも解決することができ相互に理解や信頼を得ることができると思う。

私は、生徒とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを良くとっている。
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